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１．研究の背景と経緯 

これまで，大空隙護岸内部が魚類をはじめとする水生動物の生息場として，どのような役割があるか

明らかにするための研究を行ってきた．具体的には，擬似井桁による内部生息魚類の生息実態の把握（高

橋ら 2004，2005，2006，2007，2009a）や，室内実験水路における井桁

内部の魚類利用特性の把握（高橋ら 2008，2009b；工藤ら 2009）である．

本報告では，これら研究結果から井桁護岸が提供する空隙が生息魚類に

対して発現する生息場形成機能について指摘した．また，今後の井桁護

岸における研究の展開について述べた． 

２．井桁構造内部の生息場機能 

2-1 野外および室内実験の方法と結果の概要 

野外実験 井桁内における魚類の生息特性を把握するため，擬似井桁を

製作し，栃木県宇都宮市の下ヶ橋地内の幹線排水路（St.I）および谷川

（St.II）に設置した．調査回数は，St.I で 15 回，St.II で 12 回となり，1

ヶ月に一度の頻度で行った．調査の結果，井桁内部ではウグイ，アブラ

ハヤ，フナ属，ドジョウ，ギバチが優占し（Fig.1），それぞれが周辺よ

りも内部が高密度となっていた（高橋ら，2009b）．また，それらの魚類

は冬季に未成魚の利用が高いことが確認された．一方，魚類以外の水生

動物も多く確認され，両生類ではツチガエル，水生昆虫ではタガメやタ

イコウチ，コオニヤンマやコヤマトンボの幼虫などが優占的に生息して

いた（高橋，2007）． 

室内実験 野外においてコンクリート構造の St.I において高密度であっ

たことから，退避場としての役割が考えられた．そこで，室内に水循環

式の実験水路を製作・設置し，擬似井桁の優占 5 魚種（成魚・未成魚）

を対象に，井桁利用状況を確認した．その結果，流れからの回避に井桁

内を利用したのは，ウグイの未成魚，アブラハヤの未成魚，ドジョウの

成魚と未成魚であった（Fig.2）．また，その他の体長別の魚種について

は，一時的・恒常的な利用が確認された（工藤ら 2009）．なお，ナマズ

とギンブナを供試魚とした捕食・被食実験では，ナマズの捕食活動のと

きにギンブナの井桁内部利用の低下が確認された（高橋ら 2009a）． 
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Fig.2 流速からの回避がみら

れた各流速の内部生息割合 
(a)ウグイの未成魚，(b)アブラ

ハヤの未成魚，(c)ドジョウの

成魚，(d)ドジョウの未成魚

Fig.1 擬似井桁内部の魚類相 
(a) St.I ，(b) St.II 



2-2 井桁の拠点的生息場としての機能 

 野外および室内実験の結果から，単調な

周辺環境で拠点的な生息場として機能する

ことが考えられる．すなわち，コンクリー

ト構造で物理的な環境の変化が乏しく，生

物量が少ない水路において居着くことので

きる生息場として機能することが指摘でき

る．その内容としては，井桁内の空隙およ

び平均体長の季節変化において相関をみた

結果からも幼魚の越冬場としての役割が高

いと推測できる（Fig.3）．なお，流速から

の回避がみられた魚種では，回避が確認さ

れた流速が農業排水路の５割以下であったことを考えると，ほとんどの場合で井桁の役割が高いことに

なる．すなわち農業排水路の井桁が，水生動物にとっての拠点的生息場を提供するということである． 

 また，井桁内部では独特の食物連鎖網が形成されていた．流れが巻き込むように変化することで，井

桁内部にデトリタスなどが漂着し，それを餌とするトビケラ類やユスリカ類，それを餌とするトンボの

幼虫や魚類，両生類や魚類を狙う水生カメムシ類やゲンゴロウ類，水生昆虫から魚類まで幅広く捕食す

るナマズやギバチといったように，連鎖が形成されていた．また，コンクリート水路に落下した両生類

が陸上に復帰できることを考えると，陸域の生物相にも少なからず正の影響が指摘できる．これらから，

劣化した水田生態系のバランスを確保し，再構築するために井桁が有効なツールであると考えられる． 

３．井桁研究の今後の展開方向 

拠点的生息場の検証 これまでの実験で確認された拠点的生息場としての機能が，生物相が異なる環境

に設置した場合の生息場の変化を検証することとした．課題は，設置前後の １）魚類相の変化，２）

魚類生息量の変化を解明することに加え，３）標識を用いて個体識別をすることによる恒常的利用の実

態の解明を設定した．方法は，栃木県芳賀町与能地内の野本川水系に属する幹線用水路（コンクリート

ブロック護岸）の左岸側に井桁を 20m 区間で３箇所設置し，それぞれの区間において採捕調査を行うこ

ととした．また，それぞれの調査回において水深，流速，底質等の環境要因も計測することとした．な

お，食物連鎖構造の形成過程を観察するため，設置した井桁の一部で漂着したデトリタスやベントス，

水生昆虫などの水圏動物の生息量を計測することとした． 
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Fig.3 擬似井桁内部の優占魚種における水温と平均体長および

生息密度の関係（ピアソンの相関係数） 
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